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前
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修
正
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（
元
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お
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二
月
十
五
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午
後
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定
例
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三
月
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後
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四
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十
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一
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定
例
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五
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後
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花
ま
つ
り
法
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六
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五
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後
一
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定
例
法
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七
月
十
五
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午
後
一
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定
例
法
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八
月
十
六
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午
後
一
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孟
蘭
盆
会
法
要 

  
 
 
 
 

九
月
八
〜
九
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宗
祖
聖
人
報
恩
講
法
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九
月
二
十
三
日 

午
後
一
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秋
季
彼
岸
会
法
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十
一
月
十
五
日 

午
後
一
時 

 

定
例
法
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十
二
月
十
五
日 

午
後
一
時 

 

定
例
並
び
に
大
掃
除 

 

http://www.bea.hi-ho.ne.jp/kentyan/ 

南
の
島
に
生
息
す
る
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
と
い
う
鳥
が
い
る
。
こ
の
鳥
は
、
羽
根
が
退
化
し
空
を
飛
べ
ず
、
海
で

生
活
す
る
。
小
さ
な
ペ
ン
ギ
ン
の
よ
う
だ
。
卵
は
断
崖
の
岩
肌
に
産
み
、
そ
こ
で
雄
雌
、
後
退
で
暖
め
る
。
孵
化
し

た
雛
を
の
こ
し
て
親
鳥
は
海
へ
戻
り
、
下
か
ら
雛
を
海
へ
来
る
よ
う
に
呼
ぶ
。 

五
十
メ
ー
ト
ル
断
崖
を
雛
は
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐
ろ
し
い
の
か
な
か
な
か
降
り
る
事
が
出
来
な
い
。 

親
鳥
は
懸
命
に
呼
び
続
け
る
。
雛
は
意
を
決
し
た
か
の
よ
う
に
飛
び
降
り
る
。
岩
に
体
を
打
ち
つ
け
、
穴
に
落
ち
た

ら
傷
つ
い
た
体
で
は
い
ず
り
上
が
る
。
親
鳥
は
心
配
そ
う
に
海
か
ら
見
守
っ
て
い
る
。
よ
う
や
く
海
に
到
達
し
た
雛

だ
け
が
生
き
て
い
け
る
。
途
中
で
カ
ニ
に
食
べ
ら
れ
る
雛
も
い
る
。
上
が
れ
な
い
雛
も
い
る
。
親
鳥
は
い
つ
ま
で
も

待
っ
て
い
る
が
、
や
が
て
来
な
い
の
が
わ
か
る
の
か
、
悲
し
そ
う
に
沖
へ
泳
ぎ
出
す
。
自
然
の
厳
し
さ
、
親
の
愛
情

を
鳥
か
ら
教
え
ら
れ
る
。
子
に
モ
ノ
を
有
り
余
る
ほ
ど
与
え
、
親
が
、
ま
る
が
か
え
の
恵
ま
れ
た
生
活
、
一
方
親
が

子
を
殺
し
、
子
が
親
を
殺
し
、
虐
待
も
増
え
続
け
る
時
代
、
本
当
の
愛
情
と
は
何
な
の
か
、
子
供
を
思
う
と
は
何
な

の
か
、
親
を
思
う
と
は
何
な
の
か
、
ウ
ミ
ス
ズ
メ
は
人
間
に
問
う
て
い
る
・
・
・
・
・
・
。 
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